
１
、
提
婆
品
の
竜
女
成
仏
に
対
し
て
「
即
身
成
仏
」
の
名
目
を
与
え
た
最
初
の
人
は
伝
教
大
師
最
澄
で
あ
る
。
最
晩
年
の
著
作
『
法
華
秀

句
』
の
「
即
身
成
仏
化
導
勝
八
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
用
例
を
強
い
て
求
め
れ
ば
、
六
祖
湛
然
が
『
法
華
文
句
記
』
の
提
婆
品

釈
の
中
で
、
「
忽
然
之
間
変
成
男
子
」
云
云
の
経
文
を
解
釈
し
て
「
現
成
」
「
現
身
成
仏
」
等
と
呼
ぶ
と
共
に
「
即
身
成
仏
」
（
会
本
二

十
三
ノ
三
十
右
）
と
一
回
だ
け
呼
ん
で
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
両
者
を
比
較
す
る
と
、
『
記
』
で
は
必
ず
し
も
即
身
成
仏
の
呼
名
で
一
決
し
た
わ
け
で
な
く
、
現
身
成
仏
等
の
用
語
と
共
に
即
身

成
仏
と
い
う
用
語
を
も
使
用
し
た
に
す
ぎ
な
い
感
が
あ
る
に
対
し
て
、
『
秀
句
』
で
は
竜
女
成
仏
に
対
し
て
「
即
身
成
仏
化
導
勝
」
の
章

名
を
立
て
た
の
で
あ
る
か
ら
、
法
華
教
学
史
上
に
即
身
成
仏
の
名
目
を
樹
立
し
た
こ
と
に
な
る
。

２
、
最
澄
の
い
う
即
身
成
仏
の
意
味
の
主
た
る
も
の
を
拾
え
ば
、
第
一
に
は
そ
の
行
位
を
初
住
以
上
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
『
秀
句
』

は
「
即
身
成
仏
化
導
勝
八
」
の
前
に
「
即
身
六
根
互
用
勝
七
」
の
章
を
置
き
、

即
身
六
根
互
用
ｌ
法
師
功
徳
品
ｌ
第
四
相
似
即
位
有
漏
位
（
伝
全
三
ノ
ー
五
九
）

即
身
成
仏
Ｉ
提
婆
品
Ｉ
是
則
分
真
証
（
同
二
六
六
）

即
身
成
仏
論
の
成
立
と
展
開
（
浅
井
）

〔
寄
稿
〕即
身
成
仏
論
の
成
立
と
展
開

一
、
成
立

浅
井
円
道

（9）



即
身
成
仏
論
の
成
立
と
展
開
（
浅
井
）

と
す
る
。
即
ち
相
似
即
十
信
ま
で
は
即
身
成
仏
で
は
な
く
て
即
身
六
根
互
用
で
あ
り
、
分
真
即
初
住
以
上
の
果
を
得
て
初
め
て
即
身
成
仏

と
い
え
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
『
玄
義
』
位
妙
（
会
本
五
上
ノ
十
五
～
二
十
一
丁
）
で
六
根
清
浄
位
と
竜
女
成
仏
位
と
を
判
位
す
る

場
合
の
格
調
と
同
一
で
あ
り
、
原
始
天
台
の
円
教
位
階
論
を
即
身
成
仏
の
名
に
お
い
て
再
認
識
し
た
に
す
ぎ
ぬ
も
の
で
あ
る
。

第
二
に
文
証
。
提
婆
品
後
半
の
竜
女
成
仏
段
の
説
相
に
従
い
、
経
文
解
釈
の
姿
勢
を
と
り
な
が
ら
即
身
成
仏
論
を
述
べ
て
い
る
か
ら
、

第
一
の
証
文
は
提
婆
品
後
半
で
あ
る
が
、
章
末
に
『
観
普
賢
経
』
の
釈
迦
牟
尼
仏
名
砒
盧
遮
那
遍
一
切
処
其
仏
住
処
名
常
寂
光
」
の

句
と
「
行
此
餓
悔
者
身
心
清
浄
…
…
応
時
即
入
菩
薩
正
位
」
の
句
を
「
乃
至
云
」
で
結
び
引
文
し
て
い
る
。
「
即
入
菩
薩
正
位
」
の
句
は

即
身
成
仏
を
意
味
す
る
句
と
し
て
引
か
れ
た
こ
と
は
わ
か
る
が
、
前
半
の
釈
迦
名
遮
那
の
句
を
何
故
引
い
た
か
、
最
澄
は
説
明
し
な
い
が
、

恐
ら
く
即
身
成
仏
の
基
盤
は
法
身
理
の
遍
在
に
あ
り
と
考
え
て
引
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
丁
度
同
じ
基
盤
に
立
っ
た
の
が
、
空

海
の
即
身
成
仏
論
で
あ
る
。
そ
の
『
即
身
成
仏
義
』
で
六
大
・
四
曼
・
三
密
に
よ
る
成
仏
を
説
く
中
の
六
大
体
大
の
項
に
『
大
日
経
』
阿

閣
梨
真
実
智
品
第
十
六
の
「
我
レ
即
チ
心
位
二
同
ナ
リ
（
識
）
、
一
切
処
一
一
自
在
ニ
シ
テ
普
ネ
ク
種
々
ノ
有
情
及
ビ
非
情
二
遍
セ
リ
。
阿

う
ん

き
や

字
ハ
第
一
命
（
地
）
ナ
リ
、
聴
字
ヲ
名
ケ
テ
水
卜
為
シ
、
畷
字
ヲ
名
ケ
テ
火
卜
為
シ
、
畔
字
ヲ
名
ケ
テ
風
卜
為
シ
、
怯
字
〈
虚
空
二
同
シ
」

の
文
を
引
く
。
六
大
と
は
「
諸
ノ
顕
教
ノ
中
一
兵
四
大
等
ヲ
以
テ
非
情
卜
為
シ
、
密
教
ニ
ハ
即
チ
コ
レ
ヲ
説
イ
テ
如
来
ノ
三
摩
耶
身
ト
為

ス
」
と
次
下
に
説
明
す
る
よ
う
に
、
六
大
の
遍
一
切
処
と
い
う
こ
と
は
即
ち
大
日
法
身
の
遍
在
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
以
て
空
海

も
即
身
成
仏
の
基
盤
と
し
た
わ
け
で
、
両
者
そ
の
構
想
を
一
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
彼
等
が
法
身
理
を
根
幹
と
し
て
即
身
成
仏
論
を
立
て

た
と
こ
ろ
に
、
わ
が
日
蓮
聖
人
の
思
想
信
仰
と
異
質
す
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

最
澄
と
空
海
と
ど
ち
ら
が
早
く
、
奈
良
仏
教
に
異
な
る
平
安
仏
教
の
特
色
と
し
て
即
身
成
仏
を
提
唱
し
た
か
を
探
る
と
、
一
般
的
に
は

空
海
が
密
教
上
の
諸
著
作
を
発
表
し
た
の
は
最
澄
滅
後
に
属
す
る
と
見
る
の
が
常
識
で
あ
る
か
ら
、
即
身
成
仏
論
に
つ
い
て
も
最
澄
の
方

（〃）



が
早
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
勝
又
俊
教
編
『
弘
法
大
師
著
作
全
集
』
第
一
巻
の
解
説
に
よ
る
と
、
即
身
成
仏
に
も
言
及
す
る

『
弁
顕
密
二
教
論
』
を
弘
仁
六
年
頃
に
係
け
て
い
る
か
ら
、
弘
仁
十
二
年
作
の
『
法
華
秀
句
』
よ
り
早
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
両
大
師

の
著
作
の
内
容
を
検
す
る
と
、
奈
良
仏
教
に
異
な
る
平
安
仏
教
の
特
徴
と
し
て
教
相
上
に
お
い
て
空
海
が
力
説
し
た
こ
と
の
ほ
と
ん
ど

は
、
最
澄
も
同
じ
く
強
調
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
空
海
は
最
澄
の
法
門
構
成
を
真
似
た
、
あ
る
い
は
最
澄
が
曽
て
開
拓
し
た
と
こ
ろ

を
押
え
て
、
そ
の
点
で
は
密
教
の
方
が
円
教
よ
り
勝
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
的
に
表
明
し
た
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
従
っ
て
即
身
成
仏

論
も
最
澄
に
従
っ
て
空
海
も
よ
り
強
調
し
た
と
見
た
方
が
自
然
か
も
知
れ
な
い
。

１
、
最
澄
滅
（
八
二
二
）
後
、
徳
一
は
『
真
言
宗
未
決
』
一
巻
を
書
き
、
そ
の
第
三
条
に
「
即
身
成
仏
疑
」
を
設
け
て
之
を
空
海
に
送

り
（
勝
又
俊
教
は
弘
仁
六
年
に
係
け
る
）
、
空
海
は
天
長
七
年
（
八
三
○
）
の
『
十
住
心
論
』
や
『
秘
蔵
宝
鋪
』
で
は
ま
だ
即
身
成
仏
の

語
を
使
用
し
て
い
な
い
が
、
や
が
て
『
即
身
成
仏
義
』
を
書
い
て
、
六
大
・
四
塁
・
三
密
に
よ
る
即
身
成
仏
論
を
完
成
す
る
な
ど
、
漸
く

即
身
成
仏
の
旗
幟
は
平
安
仏
教
界
を
風
扉
す
る
に
至
っ
た
。

一
方
、
天
台
宗
に
お
い
て
は
、
天
長
七
年
（
？
）
作
の
義
真
の
『
天
台
法
華
宗
義
集
』
で
は
一
生
入
住
・
一
生
超
登
十
地
義
・
十
地
虎

狼
等
の
論
を
展
開
す
る
が
、
ま
だ
即
身
成
仏
の
名
目
な
く
、
承
和
三
年
（
八
三
六
、
円
澄
入
寂
）
以
前
に
書
か
れ
た
円
澄
の
疑
問
に
は

「
五
、
仏
果
隔
生
有
無
」
「
二
十
九
、
自
二
初
品
一
至
一
初
住
一
可
一
二
生
修
証
一
者
誰
為
二
其
人
こ
の
間
は
あ
る
が
、
疑
問
の
ど
こ
に
も
広
修

・
維
燭
の
答
え
に
も
即
身
成
仏
の
語
は
見
当
ら
な
い
。

『
伝
教
大
師
全
集
』
第
三
巻
収
録
の
『
払
惑
袖
中
策
』
下
巻
に
「
第
二
弁
論
頓
成
」
の
項
が
あ
り
、
竜
女
の
変
成
男
子
を
取
挙
げ
て
い

即
身
成
仏
論
の
成
立
と
展
開
（
浅
井
）

二
、
展
開

（”）



即
身
成
仏
論
の
成
立
と
展
開
（
浅
井
）

る
が
、
そ
の
中
に
竜
女
成
仏
を
「
妙
経
即
身
成
仏
之
義
」
と
称
し
、
「
智
積
執
二
於
別
教
歴
劫
之
行
一
難
一
即
身
成
仏
こ
と
述
べ
る
な
ど
、

平
安
仏
教
の
成
仏
論
を
奈
良
仏
教
（
特
に
法
相
宗
）
の
歴
劫
修
行
観
に
対
し
て
即
身
成
仏
と
呼
ぶ
こ
と
に
一
決
し
た
感
が
深
い
が
、
本
書

は
塩
入
亮
忠
（
国
訳
・
諸
宗
部
十
七
）
も
い
う
よ
う
に
「
真
偽
未
決
」
で
あ
る
か
ら
、
今
は
除
外
す
る
。

２
、
光
定
疑
問
・
宗
頴
決
答
、
徳
円
疑
問
・
宗
頴
決
答
の
両
『
唐
決
』
に
な
る
と
漸
く
即
身
成
仏
の
名
目
を
既
定
の
成
語
と
し
て
使
用
す

る
に
至
っ
て
い
る
。
決
答
の
時
期
は
光
定
に
対
す
る
『
唐
決
』
の
巻
末
に
「
唐
会
昌
五
年
（
八
四
五
）
三
月
二
十
八
日
上
都
（
長
安
）

右
衛
醗
泉
寺
義
学
沙
門
宗
頴
上
」
（
日
蔵
・
天
台
宗
顕
教
章
疏
ニ
ノ
四
二
五
下
）
と
あ
り
、
日
本
の
承
和
十
二
年
に
当
り
、
空
海
入
寂

（
八
三
五
）
の
十
年
後
で
あ
る
。
決
答
を
与
え
た
宗
頴
は
円
仁
の
天
台
止
観
相
承
の
師
で
あ
る
（
『
慈
覚
大
師
伝
』
、
続
群
八
下
．
六
九

○
上
）
で
あ
る
か
ら
、
両
人
の
疑
問
を
宗
頴
に
提
示
し
た
人
は
恐
ら
く
円
仁
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
両
人
は
円
仁
が
入
唐
す
る
前
に
、
円

澄
と
同
時
頃
に
そ
れ
ぞ
れ
疑
問
を
作
成
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
円
澄
問
と
光
定
・
徳
円
間
は
同
時
の
作
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
両
者
の
間

に
は
用
語
上
の
隔
り
が
感
ぜ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
草
木
成
仏
・
即
身
成
仏
と
い
う
成
語
は
徳
円
・
光
定
に
あ
っ
て
円
澄
に
な

い
。
ま
た
両
者
同
時
の
制
作
と
す
れ
ば
、
一
方
に
は
広
修
・
維
鰯
決
が
あ
っ
て
宗
頴
決
が
な
く
（
円
澄
疑
問
は
円
載
と
円
仁
と
の
両
方
に

手
交
さ
れ
た
が
、
円
戦
が
そ
の
黄
を
果
た
し
、
円
仁
が
志
遠
に
円
澄
間
を
提
示
し
た
と
き
は
、
既
に
広
修
・
維
飼
の
決
が
与
え
ら
れ
て
い

る
か
ら
と
い
う
理
由
で
断
ら
れ
た
と
い
う
）
、
他
方
に
は
宗
頴
決
が
あ
っ
て
広
修
・
維
鯛
決
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
。
故

に
両
者
同
時
の
制
作
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
思
う
に
円
戦
の
弟
子
の
仁
好
は
承
和
十
年
（
八
四
三
）
十
二
月
円
澄
に
対
す
る
『
唐
決
』
を

叡
山
に
将
来
し
た
が
、
翌
年
七
月
再
入
唐
す
る
に
際
し
て
、
朝
廷
は
円
載
・
円
仁
に
黄
金
二
百
両
ず
つ
を
賜
う
た
（
『
天
台
宗
年
表
』
）

と
い
う
か
ら
、
光
定
・
徳
円
の
疑
問
は
恐
ら
く
仁
好
の
在
山
中
に
起
草
さ
れ
、
仁
好
の
再
入
唐
に
託
し
て
円
戦
・
円
仁
に
手
交
さ
れ
、
翌

会
昌
五
年
に
円
仁
に
よ
っ
て
宗
頴
に
提
示
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

（〃）



さ
て
徳
円
に
は
十
問
中
第
八
に
「
即
身
成
仏
時
無
明
所
感
之
身
捨
不
捨
疑
」
（
日
蔵
・
天
台
宗
顕
教
章
疏
ニ
ノ
四
一
五
下
～
六
下
）
が

あ
る
。
円
澄
に
も
三
十
問
中
第
五
に
「
仏
果
隔
生
有
無
」
の
質
問
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
最
後
に
妙
覚
を
証
す
る
と
き
は
元
品
の
無
明
を

断
ず
る
か
ら
、
無
明
所
感
の
変
易
身
を
捨
て
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
も
し
捨
て
る
と
す
れ
ば
妙
覚
位
に
入
る
と
き
隔
生
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
質
問
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
今
は
竜
女
の
変
成
男
子
を
顧
ゑ
る
と
、
我
等
の
即
身
成
仏
も
分
段
身
を
捨
て
ね
ば
な
ら
な
い

の
か
と
い
う
質
問
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
宗
頴
の
答
え
は
、
即
身
・
隔
生
は
「
夢
ノ
百
年
モ
覚
し
ゞ
〈
一
念
」
、
変
成
男
子
は
女
根
を
男

根
に
変
え
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
「
是
し
命
ヲ
捨
テ
テ
別
二
生
ヲ
受
ケ
ズ
」
と
述
べ
、
入
住
時
の
分
段
身
の
捨
不
捨
の
こ
と
に
関
し
て
は
隔

靴
掻
痒
の
返
答
し
か
与
え
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
両
者
の
質
問
と
同
一
趣
旨
の
こ
と
を
更
ら
に
的
確
に
質
問
し
た
の
が
光
定
の
六
問
中
第
三
で
、

ス
ヤ

ル
ニ
二

即
身
成
仏
者
為
し
在
二
初
住
一
為
三
復
在
一
和
似
一
・
若
言
レ
在
二
初
住
一
者
従
二
分
段
一
入
二
変
易
一
必
有
二
隔
生
義
一
。
如
何
得
し
云
二
即
身
成
仏
一
。

ツ
ル
ヤ
ヲ

若
言
三
即
身
成
仏
只
在
二
相
似
已
来
一
者
依
二
何
経
論
一
而
立
二
斯
義
一
（
同
四
二
二
下
）

と
。
相
似
即
十
信
位
に
即
身
成
仏
を
認
め
て
も
よ
い
か
と
い
う
の
は
、
質
問
と
い
う
よ
り
は
提
案
で
あ
る
。
一
生
に
入
住
で
き
る
こ
と
は
、

『
摩
訶
止
観
』
に
は
「
初
従
二
初
品
一
終
至
二
初
住
二
生
可
し
修
一
生
可
し
証
」
（
巻
六
下
）
と
あ
り
、
『
法
華
玄
義
』
位
妙
の
項
に
も
「
於

一
生
中
即
入
二
初
住
こ
（
巻
五
下
）
と
あ
る
か
ら
、
天
台
教
学
上
で
は
一
生
成
仏
を
入
初
住
に
置
く
こ
と
を
約
束
と
す
る
。
従
っ
て
『
法

華
秀
句
』
も
即
身
成
仏
の
果
を
初
住
に
置
き
、
相
似
即
ま
で
は
即
身
成
仏
か
ら
除
外
し
て
い
た
。
し
か
し
内
凡
の
相
似
十
信
位
に
対
し
て

も
即
身
成
仏
の
名
を
与
え
な
け
れ
ば
、
即
身
・
隔
生
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
天
台
教
学
の
約
束
で
は
、
相
似
十
信
位
ま

で
は
凡
位
で
あ
り
、
分
段
身
に
よ
る
修
道
で
あ
り
、
分
真
即
初
住
以
後
は
聖
位
で
あ
り
、
変
易
身
に
よ
る
証
道
で
あ
る
か
ら
、
入
住
の
と

き
は
必
ず
分
段
身
を
捨
て
て
変
易
身
を
得
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
も
し
十
信
の
後
心
に
即
身
成
仏
の
名
を
与
え
る
こ
と
が

即
身
成
仏
論
の
成
立
と
展
開
（
浅
井
）

(I3)



天
台
教
学
の
位
階
論
の
約
束
を
守
っ
て
、
初
住
以
上
を
即
身
成
仏
と
す
る
最
澄
の
即
身
成
仏
論
は
、
光
定
に
至
っ
て
一
歩
踏
み
越
え
ら

れ
た
。
し
か
も
口
か
ら
出
ま
か
せ
に
、
私
勝
手
に
約
束
を
破
る
こ
と
は
い
と
た
や
す
い
が
、
光
定
は
教
学
上
の
約
束
を
守
り
な
が
ら
、
教

学
の
伝
統
的
限
界
内
に
お
い
て
こ
れ
を
越
え
た
。
そ
こ
に
、
後
世
の
名
字
即
成
仏
論
を
醍
醸
す
る
原
点
と
し
て
の
力
が
あ
る
こ
と
を
認
め

ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
相
似
即
十
信
位
を
即
身
成
仏
の
圏
内
に
組
込
ん
だ
ら
、
あ
と
は
入
相
似
の
功
は
観
行
即
、
入
観
行
の
功
は
名

字
即
に
あ
り
と
手
繰
っ
て
ゆ
け
ば
、
遂
に
成
仏
位
を
名
字
即
に
引
下
げ
る
こ
と
に
成
功
す
る
わ
け
で
あ
る
。

３
、
『
伝
教
大
師
全
集
』
第
三
巻
所
収
の
『
感
論
弁
惑
章
』
一
巻
は
書
末
に
「
天
台
宗
沙
門
伝
灯
法
師
位
安
慧
於
二
下
野
大
慈
寺
菩
提
院

〃
ク
ハ

遊
行
之
次
一
卿
以
紗
記
畢
。
伏
庶
幾
同
我
後
哲
幸
莫
二
燈
咲
一
実
。
承
和
十
四
年
四
月
十
五
日
」
（
同
四
四
四
）
と
あ
り
、
且
つ
安
慧
ず
遍

即
身
成
仏
論
の
成
立
と
展
開
（
浅
井
）

可
能
な
ら
ば
、
文
字
通
り
の
即
身
成
仏
義
が
成
立
す
る
わ
け
で
あ
る
。

宗
頴
の
決
は
十
信
の
後
心
に
即
身
成
仏
を
認
め
る
た
め
の
理
論
的
根
拠
を
光
定
に
与
え
た
。

モ
モ
ワ

ハ
ル
ト
二
《
《
一
テ

相
似
初
住
即
身
成
仏
皆
得
。
何
者
常
途
所
し
云
由
二
相
似
後
心
一
断
二
初
住
之
障
一
方
入
二
初
住
一
。
若
相
似
位
中
不
レ
断
一
燕
明
一
何
由
可
レ
入
ニ

ヲ

ス
ル
ヲ

ハ
チ
ス
レ
ハ

初
住
之
位
一
。
相
似
位
人
決
一
筋
無
明
一
八
相
成
仏
方
名
二
初
住
一
。
所
以
断
障
見
理
之
功
正
在
二
相
似
一
。
若
以
二
断
障
入
住
之
能
一
即
身
成

仏
正
在
一
租
似
位
中
一
（
同
四
二
三
上
）

つ
ま
り
入
住
の
た
め
の
断
障
見
理
の
功
は
相
似
後
心
に
あ
る
か
ら
、
即
身
成
仏
は
、
得
果
に
従
う
な
ら
ば
初
住
位
に
あ
る
が
、
功
能
に
約

す
る
な
ら
ば
相
似
即
位
に
あ
る
と
云
え
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
常
途
所
云
」
と
は
華
厳
宗
法
蔵
の
『
探
玄
記
』
第
三
や
『
華
厳
五
教
章
』

の
「
所
詮
差
別
」
第
九
の
第
三
「
行
位
差
別
」
等
で
い
わ
れ
る
信
満
成
仏
論
な
ど
を
指
す
か
。
信
満
成
仏
論
は
日
本
で
も
空
海
が
既
に
注

目
し
た
と
こ
ろ
で
、
『
弁
顕
密
二
教
論
』
に
五
教
章
の
文
を
引
い
て
い
る
（
弘
全
一
ノ
四
八
二
）
・
光
定
は
恐
ら
く
こ
れ
ら
の
説
に
暗
示

を
得
て
、
今
の
提
案
を
し
た
も
の
か
。

(14)



ノ

昭
の
系
譜
に
列
な
る
五
大
院
安
然
は
『
教
時
謡
論
』
の
中
に
「
安
慧
座
主
伝
灯
之
代
亦
作
二
感
論
弁
惑
章
三
巻
一
以
破
二
徳
溢
天
台
宗
未
決

義
一
巻
一
」
（
大
正
七
五
ノ
三
六
六
上
）
と
い
う
か
ら
、
本
書
は
安
慧
の
作
で
あ
り
、
か
つ
承
和
十
四
年
（
八
四
七
）
、
つ
ま
り
光
定
・

徳
円
が
唐
問
を
発
し
た
三
年
後
の
作
品
で
あ
る
。
安
慧
の
師
円
仁
は
こ
の
年
の
十
月
入
唐
を
終
え
て
太
宰
府
に
帰
着
し
て
い
る
か
ら
、
本

書
は
円
仁
の
前
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
『
悪
論
弁
惑
章
』
に
は
「
示
即
身
成
仏
文
第
こ
「
通
即
身
成
仏
疑
第
二
」
「
通
舎
利
弗
経
劫
成
仏
疑
第
三
」
「
通
違
宗
失
第

四
」
の
四
章
に
即
身
成
仏
論
が
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
は
、
第
一
に
承
和
十
四
年
に
安
慧
が
本
書
を
撰
し
た
頃
は
、
即
身
成
仏
の

名
目
は
既
に
仏
教
界
に
定
着
し
て
い
た
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
本
書
の
第
一
章
か
ら
第
四
章
ま
で
を
即
身
成
仏
論
が
占
め
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
即
身
成
仏
論
こ
そ
が
平
安
新
仏
教
の
最
大
の
特
色
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
注
意

す
べ
き
点
が
二
・
三
あ
る
が
、
省
略
す
る
。

○
”
９
ハ

４
、
円
仁
は
『
金
剛
頂
経
疏
』
の
教
玄
義
を
明
す
段
に
「
問
答
分
別
者
義
門
非
レ
ー
。
謂
顕
教
密
教
別
・
即
身
成
仏
義
・
四
智
五
智
別
・

法
身
説
不
説
等
、
具
如
二
別
章
一
」
（
日
蔵
・
密
教
部
章
疏
下
一
ノ
ー
五
二
上
）
と
い
い
、
即
身
成
仏
論
を
法
身
説
法
論
や
顕
密
相
対
等
と

共
に
密
教
学
生
の
研
究
課
題
の
一
に
指
定
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
円
仁
帰
朝
の
承
和
十
四
年
頃
は
即
身
成
仏
論

は
奈
良
仏
教
に
対
す
る
平
安
新
仏
教
の
特
色
の
随
一
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
仏
教
界
に
も
叡
山
に
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
円

仁
に
は
こ
れ
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
殊
事
情
が
あ
っ
た
。
即
ち
円
仁
所
釈
の
金
剛
頂
経
の
具
名
「
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大

乗
現
証
大
教
王
経
」
の
中
に
は
「
現
証
」
の
二
字
が
あ
り
、
そ
れ
は
疏
の
名
玄
義
で
解
説
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
「
不
歴
多
劫
」
「
頓
証
」

（
同
一
三
三
下
）
、
つ
ま
り
現
生
証
得
、
即
身
成
仏
の
意
で
あ
る
と
い
う
。
だ
か
ら
即
身
成
仏
は
『
金
剛
頂
経
』
が
経
題
の
中
で
謡
歌
す

る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
「
即
身
成
仏
」
の
用
語
例
は
、
円
仁
著
作
中
に
は
殆
ん
ど
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。

即
身
成
仏
論
の
成
立
と
展
開
（
浅
井
）

（お）



金
剛
頂
経
疏
・
「
速
具
光
明
」
釈

ス
レ
ハ
ト
シ
テ

ト
ト
ト

若
依
二
顕
教
一
修
行
者
久
久
経
二
三
大
無
数
劫
一
然
後
証
得
。
若
依
二
秘
教
一
修
行
者
不
し
歴
二
劫
数
一
現
生
証
得
。
於
レ
此
応
し
有
二
似
分
究
寛
一
。

Ｏ
ノ
。
Ｏ
ハ
ニ
ン

ノ

ノ

若
似
仏
眼
凡
位
得
し
之
。
若
分
仏
眼
約
二
十
住
地
等
一
・
若
究
寛
是
毘
慮
遮
那
三
身
普
光
地
也
（
同
三
四
九
上
）

蘇
悉
地
経
疏
・
「
不
久
而
得
無
上
正
等
菩
提
」
釈

ル
ニ

ト

レ
ハ

然
於
二
成
仏
一
有
二
二
種
義
一
。
謂
凡
位
成
仏
聖
位
成
仏
。
言
二
凡
位
成
仏
一
者
若
得
二
如
来
智
慧
一
雄
レ
未
二
断
惑
一
依
正
二
報
随
レ
解
融
通
於
二

サ
ニ
モ
ニ
シ
テ

一
々
微
塵
一
具
見
二
十
方
三
世
一
於
二
一
々
身
分
一
具
見
二
法
界
相
好
一
・
凡
夫
依
報
従
し
本
以
来
遍
法
界
之
依
、
愚
縛
正
報
法
然
道
理
等
二
虚
空
一

ナ
レ
ト
モ

ノ

◎

之
正
、
由
し
未
し
遇
し
縁
不
レ
得
一
顕
現
一
・
今
依
一
如
来
三
密
加
持
一
此
身
法
界
依
正
始
漸
顕
現
将
レ
似
一
聖
位
毘
盧
遮
那
一
・
但
以
二
凡
情
鹿
劣
一

不
し
能
一
観
見
一
。
唯
仏
能
見
レ
之
為
二
凡
位
成
仏
一
也
（
同
四
○
八
下
）

第
一
文
は
現
生
証
得
に
似
・
分
・
究
寛
の
段
階
あ
り
と
し
、
似
の
仏
眼
は
凡
位
に
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
似
分
究
寛
の

説
が
天
台
六
即
に
相
当
す
る
こ
と
は
一
見
し
て
明
か
で
あ
り
、
相
似
即
位
を
「
現
生
証
得
」
即
ち
即
身
成
仏
の
内
と
見
た
と
こ
ろ
に
、
宗

頴
的
見
解
が
認
め
ら
れ
る
。

第
二
文
は
、
成
仏
に
凡
位
成
仏
と
聖
位
成
仏
と
が
あ
り
、
凡
位
成
仏
と
は
、
如
来
の
智
慧
を
信
知
す
れ
ば
、
解
の
厚
薄
に
随
っ
て
未
断

惑
の
凡
身
に
三
世
十
方
の
法
界
依
正
が
互
相
融
通
す
る
に
至
る
が
、
ま
だ
三
密
修
行
の
縁
に
遇
わ
な
い
の
で
冥
伏
し
て
顕
れ
な
い
で
い

る
。
し
か
し
三
密
修
行
の
縁
に
遇
え
ば
、
如
来
加
持
力
に
よ
っ
て
凡
身
に
法
界
の
依
正
が
漸
現
す
る
。
こ
の
状
態
を
「
将
二
聖
位
ノ
毘
慮

こ
と
と
想
像
さ
れ
る
。
ｚ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

即
身
成
仏
論
の
成
立
と
展
開
（
浅
井
）

円
仁
が
立
て
た
即
身
成
仏
時
の
行
位
は
、
さ
き
の
光
定
疑
問
の
提
示
者
が
円
仁
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
相
似
即
に
基
盤
を
置
い
た

と
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
次
の
二
文
例
は
、
相
似
即
成
仏
論
が
円
仁
の
三
密
即
身
成
仏
論
の
要
求
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ

(J6)



遮
那
一
一
似
タ
リ
」
と
い
う
の
は
、
三
密
修
行
と
は
行
者
が
如
来
の
三
密
と
相
似
の
印
契
・
真
言
を
身
に
取
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で

あ
る
。
故
に
第
一
文
で
凡
位
の
成
仏
の
基
本
を
似
位
に
置
い
た
の
は
、
そ
れ
が
密
教
の
事
相
に
ふ
さ
わ
し
い
位
階
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
凡
位
成
仏
は
鹿
劣
な
凡
情
で
は
観
見
不
能
、
唯
だ
仏
だ
け
が
認
知
し
て
お
ら
れ
る
と
て
、
凡
位
成
仏
を
仏
自
内
証
の
次
元
に
お
い

て
把
握
し
よ
う
と
試
み
た
と
こ
ろ
に
、
凡
位
即
身
成
仏
論
の
新
た
な
視
野
が
開
拓
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
『
法
華
経
』
で
は
こ
の
点
を
提

婆
品
に
「
又
聞
イ
テ
菩
提
ヲ
成
ズ
ル
コ
ト
、
唯
ダ
仏
ノ
ミ
当
二
証
知
シ
タ
マ
フ
・
へ
シ
」
と
い
う
が
、
法
華
教
学
で
は
こ
の
点
は
余
り
注
目

婆
品
に
「
又
聞
〃

さ
れ
て
い
な
い
。

５
、
天
台
座
主
第
三
代
円
仁
、
第
四
代
安
慧
の
跡
を
継
い
で
第
五
代
と
な
っ
た
円
珍
に
な
る
と
、
即
身
成
仏
の
用
語
例
は
漸
く
豊
富
に
な

り
、
比
叡
山
教
学
を
考
え
る
場
合
の
不
可
欠
の
名
目
に
成
長
し
た
観
が
あ
る
。
円
珍
の
主
た
る
著
作
は
大
体
八
八
○
年
代
で
あ
る
か
ら
、

最
澄
滅
後
六
十
年
の
頃
に
相
当
す
る
。

即
身
成
仏
圏
の
範
囲
を
拡
大
し
て
下
位
を
摂
取
す
る
試
み
は
光
定
・
円
仁
に
認
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ま
た
円
珍
に
至
っ
て
大
体
極
に
達

し
た
観
が
あ
る
。
『
普
賢
経
記
』
で
経
の
「
不
断
煩
悩
不
離
五
欲
得
浄
諸
根
」
を
解
釈
す
る
中
に

ス
ト

可
し
謂
。
従
二
観
行
即
一
能
具
二
仏
六
根
一
。
此
（
六
根
浄
）
位
鞘
長
也
、
初
即
観
似
二
位
、
次
即
分
真
五
階
、
後
即
究
寛
一
位
（
智
全
四

可
レ
謂
・

と
あ
る
ｏ
最
澄
の
即
身
六
根
互
用
勝
に
よ
れ
ば
、
六
根
清
浄
は
相
似
十
信
位
で
あ
っ
た
が
、
今
は
六
根
清
浄
に
も
観
行
・
相
似
・
分
真
・

究
寛
の
四
種
浄
が
あ
る
こ
と
を
、
天
台
・
妙
楽
の
諸
処
の
釈
文
か
ら
義
推
し
、
観
行
即
に
六
根
清
浄
の
妙
用
を
認
め
た
わ
け
で
あ
る
。
同

一
趣
旨
の
文
言
は
『
法
華
論
記
』
の
第
十
勝
妙
力
無
上
の
釈
下
（
同
三
○
○
下
’
一
上
）
に
も
あ
り
、
こ
れ
は
円
珍
の
定
説
で
あ
る
。
六

根
清
浄
を
相
似
位
か
ら
観
行
位
ま
で
下
げ
、
名
字
即
位
に
ま
で
は
下
げ
な
か
っ
た
の
は
、
観
行
即
は
思
位
・
修
位
で
あ
り
、
名
字
即
は
聞
位

即
身
成
仏
論
の
成
立
と
展
開
（
浅
井
）

○
九
上
）

と
あ
る
。
唾

（〃）



鵬
Ｄ
〈

此
解
脱
種
本
来
具
在
二
一
切
衆
生
心
行
之
中
一
。
理
即
不
し
知
、
名
字
僅
聞
、
観
行
思
し
之
、
相
似
略
見
、
分
真
分
見
、
究
寛
全
見
。
見
者

レ

ヶ
レ
パ
ナ
リ
ス
ル
【
一

証
也
。
是
解
脱
性
本
来
広
博
猶
如
二
虚
空
一
。
以
レ
山
対
し
空
大
小
易
し
会
。
一
心
具
二
十
法
界
一
十
法
界
是
一
心
、
心
為
二
芥
子
一
十
界
如
レ
山
。

随
縁
不
変
故
不
二
増
減
一
、
不
変
随
縁
故
観
二
大
小
一
。
我
輩
若
会
二
如
レ
此
妙
理
一
自
二
従
名
字
一
能
証
二
解
脱
一
（
同
三
四
四
下
）

と
は
ま
さ
に
名
字
即
成
論
で
あ
る
。
一
心
具
十
法
界
の
妙
理
に
接
す
る
最
初
は
僅
聞
の
名
字
即
位
で
あ
り
、
後
々
の
位
は
名
字
即
で
聞
き

得
た
十
界
互
具
の
妙
理
の
思
・
修
、
自
然
昇
進
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
た
と
き
、
名
字
即
成
に
逢
着
す
る
わ
け
で
あ
る
。
『
法
華
論
記
』
の

七
成
就
中
第
二
の
衆
成
就
を
解
釈
す
る
中
に
も
「
於
二
名
字
位
一
作
二
当
機
衆
一
」
（
同
五
一
下
）
「
名
字
等
位
聞
必
成
仏
、
乃
至
分
真
聞
則

入
極
、
位
々
聞
法
位
々
成
仏
」
（
同
六
六
上
）
と
あ
り
、
円
珍
の
聞
慧
尊
重
の
意
向
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

か
く
て
『
末
法
灯
明
記
』
を
始
め
と
す
る
鎌
倉
仏
教
の
名
字
即
為
本
、
こ
と
に
日
蓮
聖
人
の
名
字
即
成
・
信
心
為
本
の
思
想
信
仰
は
、

円
珍
に
早
く
も
そ
の
骨
格
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
聖
人
の
即
身
成
仏
論
は
仏
種
の
下
種
を
基
盤
と
し
、
最
澄
・

空
海
が
法
身
の
遍
在
、
円
珍
が
本
来
具
在
一
切
衆
生
心
行
中
の
広
博
猶
如
虚
空
の
解
脱
種
を
論
拠
と
し
て
即
身
成
仏
論
を
展
開
し
た
の
と

は
違
う
。

子
決
八
」
に 即

身
成
仏
論
の
成
立
と
展
開
（
浅
井
）

だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
観
行
即
五
品
の
初
品
は
聞
信
位
で
あ
る
か
ら
、
名
字
即
に
も
六
根
清
浄
の
用
を
認
め
得
る
可
能
性
は
あ
る
。

ま
た
最
澄
は
即
身
成
仏
化
導
勝
と
即
身
六
根
互
用
勝
と
を
八
・
七
の
両
章
に
分
節
し
た
が
、
今
は
観
行
即
か
ら
究
寛
即
ま
で
の
各
位
を
す

べ
て
六
根
清
浄
の
分
満
の
差
に
す
ぎ
な
い
と
解
釈
す
る
か
ら
、
即
身
六
根
互
用
と
即
身
成
仏
と
の
区
別
は
払
拭
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
即

身
成
仏
の
果
を
観
行
即
に
お
い
て
分
に
認
め
た
こ
と
に
な
る
。

成
仏
圏
を
上
位
か
ら
下
位
へ
拡
大
し
よ
う
と
す
る
試
承
は
、
名
字
即
成
ま
で
来
な
け
れ
ば
終
結
し
な
い
。
『
授
決
集
』
の
「
須
弥
内
芥

(I8)


